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研究成果の概要（和文）：本研究では、中国絵画の受容と変容という観点から、以下の内容を明らかにした。
　狩野派の絵師にとって、中国で成立をした画題、様式を咀嚼するために有効であったのが、狩野探幽の時期に制作さ
れた一連の「流書手鑑」で、ここでは、画家名と画題、様式の固定化が進められた。しかし、李安忠のように、異なる
二種の画題、様式のそれぞれが固定的に伝承された例もあった。一方、中国伝来の画題が和様化した事例として酒飯論
絵巻をあげた。中国で成立をした酒茶論をベースに成立をした酒飯論絵巻は、繰り返し模本が制作されることにより、
様式と図像の踏襲がはかられるが、そこでは、白描本の酒飯論絵巻が重要な役割を果たしていることを指摘した。

研究成果の概要（英文）：In this study, I clarified the following contents from the point of the reception 
and the transformation of the Chinese picture.
For the Kano school painters, the series of "Ryusho tekagami" were most convenient materials to know the 
painter’s name, his motif, and his style of painting in China. On the other hand, I treated the 
Shuhan-ron- emaki as the example that the Chinese motif handed down transformed to the Japanese style in 
16th century Japan. We can see the inheritance of the style and the iconographic image in the 
Shuhan-ron-emaki in several copies of this emaki. And, in there, I pointed out that the black and white 
version of this emaki played a very important role.

研究分野： 日本美術史
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１． 研究開始当初の背景 
室町時代には、中国からさまざまな画題
が伝来して、それが徐々に日本人絵師に
より制作されるようになってきたこと
は広く知られている。しかし、その具体
的な様相、実態はあまりわかっていない。
それに加えて、そのような画題を日本人
絵師がどのように受容し、さらには、変
容しながら継承していったかという点
についても、十分な理解が得られている
わけではなかった。 
一方で、大規模な展覧会の開催など、室
町から江戸時代にかけての狩野派の絵
師によるあらたな作品が紹介されると
いう状況が続き、狩野派が、新しい画題
をどのように流派内に蓄積していった
かという点についても徐々に新しい知
見を得ることができるようになってき
た。 
とくに、東山御物に関する、徳川美術館、
三井記念美術館における展覧会は、足利
将軍家の唐物コレクション、とくに、絵
画のコレクションについて、多くの新し
い知見を提供した。 

 
２．研究の目的 

本研究においては、室町時代後半から、
桃山、江戸時代前半を射程に入れて、中
国で成立した画題をわが国でどのよう
に受容したのか、そして、狩野派におけ
る中国絵画受容がどのような様相を示
しているかを明らかにすることを目的
とした。 
中国絵画、とくに、水墨画の伝来ととも
に伝来した新しい画題と表現方法が、15
世紀から 16 世紀の日本の絵師たちに大
きな影響を与えたことは言うまでもな
い。 
そこでは、中国画人の名前とその特徴的
な表現様式、画題がいわばセットで受容
されることになる。それは、君台観左右
帳記などの記述からも伺えるが、具体的
な作品として、本研究では、狩野探幽以
降に充実してくる一連の「流書手鑑」の
存在に注目した。 
「流書手鑑」は、おもに中国人画家の名
前とその代表的な主題、表現を「真似」
て制作したもので、多くは狩野派の絵師
の手になる作例が数点現存している。 
本研究では、未紹介の「唐画巻」を含む
作品を調査し、狩野派の絵師が、中国画
家の名前と画題、様式をどのように理解
していたかを検討した。なかでも、李安
忠に注目をした。 
李安忠は、室町殿の障壁画に関して「狩
猟」図とのかかわりが指摘できる絵師で
ある。たしかに、一連の「流書」のなか
に、李安忠の名を付した狩猟図を数点認
めることができる。しかし、一方で、根
津美術館に所蔵される国宝鶉図が李安

忠の作品であることがほぼ確実であり、
「流書」のなかにも鶉図に李安忠筆と記
されている例も認めることができる。 
李安忠に注目したのは、足利義政邸であ
る東山殿に、李安忠様式の狩の図があっ
たと考えられることに起因するが、現存
する作品のなかで李安忠筆の伝承をも
つものは、いずれも、鶉図のような繊細
な筆致による花鳥図になっている。 
このような状況を整理して、狩野派にお
ける中国絵画受容とその変容の様相を
明らかにすることが、本研究の第一の目
的である。 
また、16 世紀前半に制作された酒飯論絵
巻に着目して、中国における酒茶問答と
の画題的な関連、そして、狩野派内にお
いて多くの模本が制作されてゆく流れ
を分析することを通して狩野派におけ
る画題の継承を考える。 
酒飯論絵巻の成立に中国における酒茶
論が大きな影響を与えていることは言
うまでもないが、その実態は明らかでは
ない。とくに、現存する酒茶論が「画面」
をともなっていないという点で、酒飯論
絵巻との関連を突き止めることは難し
い。本研究課題では、16 世紀前半に成立
をした酒飯論絵巻が伝来する過程で、江
戸時代以降、多くの模本が制作されるこ
とに注目した。 
酒飯論絵巻は、原本と考えられる作品
（文化庁所蔵本）が 16 世紀の前半に制
作されて以降、狩野派の絵師を中心に多
くの模本が制作されるようになる。そこ
では、忠実な図様と様式の踏襲がはから
れるが、そこにおいて、色の指示などを
ともなう文化庁所蔵本に代表される一
連の白描本酒飯論絵巻が重要な役割を
果たしており、なかでも文化庁本は、一
連の白描本のなかでも初発的な様式を
示し、重要な位置を占めていることを指
摘した。 

 
３．研究の方法 
  上記したように、まず、一連の「流書」

における画家名と画題、様式などを整理
して、そのなかで李安忠に関連する資料
を中心的に考察する。具体的には、大和
文華館、栃木県立美術館などで作品調査
をおこない、資料収集に努めた。 

  「流書手鑑」相互には、李安忠のように、
共通する画家であっても、異なった画題
として取り上げられているものも多く、
そうでない画家との関係も含めて、手鑑
自体の編集方針、伝来の経緯などを分析
してゆくことが必要であることがわか
った。その観点から、奥書を有する愛媛
県個人蔵の唐画巻は、重要な位置を占め
る作品として考察の対象とした。 

  酒飯論絵巻については、文化庁が所蔵す
る白描本がやはり奥書を有することか



ら、この作品の奥書、および、画中の色
指示等の分析を進めることとした。 

 
４．研究成果 
  上記の調査のうち、「流書手鑑」に関し

ては、本申請期間中に主要作例の調査を
終えて、平成 27 年度内に論文としてま
とめる準備を進めている（「狩野派にお
ける中国絵画の受容－一連の流書手鑑
を手がかりに－」『大和文華』平成 28年
度刊行予定）。 
また、これに連携するテーマとして、桃
山時代から江戸時代初期の狩野派の、組
織としてのあり方、および、その制作形
態については、以下にまとめた。 
「狩野宗秀「遺言状」をめぐる考察」（『原
本『古画備考』のネットワーク』思文閣
出版、平成 25 年）では、『古画備考』に
収録されている狩野宗秀の遺言状を再
読することにより、狩野元信を「古法眼」
として持ち上げる意識が、かつて発表者
が指摘した江戸時代初期よりも早く、16
世後半の元信没後間もない時期にすで
に生まれており、それが、狩野派の流派
意識形成に大きな影響を与えたことが
わかった。このことは、酒飯論絵巻の模
本制作と伝承を考えるうえでも重要な
点である。 
また、「近代日本における「桃山」の発
見」（『美術フォーラム 21』28 号、平成
25 年）では、明治時代の前期においては、
一時期桃山時代の美術が室町時代とは
異なるものとして低い評価を受けてお
り、それは、1901 年の『稿本日本帝国美
術略史』にまで反映しており、ようやく
明治時代後半になり土田杏村が智積院、
聚光院などの障壁画に注目をすること
により脚光を浴びたことを明らかにし
た。また、「画道要訣－江戸狩野の理論
的支柱」（『芸術理論古典文献アンソロジ
ー 東洋編』、京都造形芸術大学・東北
芸術工科大学出版局藝術学舎、平成 26
年）では、狩野安信が狩野探幽様式を踏
襲するにあたり、理論的にその必要性を
述べていることをまとめた。 
酒飯論絵巻に関しては、手順としては、
あらためて原本が文化庁本であること
を確認して、そこから、図様の継承関係
をたどることにより、酒飯論絵巻の原本
と、そこからの模本制作による継承につ
いて考えた。この研究の成果は、パリ国
立図書館所蔵の酒飯論絵巻が紹介され
たのを契機として発足した研究会が編
纂した『『酒飯論絵巻』－影印と研究』（臨
川書店、平成 27 年）に「酒飯論絵巻再
考」としてまとめた。ここでは、かつて
執筆をした酒飯論絵巻の原本について
の論文（『美術史』掲載）の見解を補足
する方向で、文化庁本が原本である可能
性を論じ、また、構図分析など表現のメ

カニズムを分析することを通して、文化
庁本の特質を明らかにした。 
また、「酒飯論絵巻には何故模本が多い
のか？－白描本酒飯論絵巻をめぐる考
察－」（『美術フォーラム 21』31 号、平
成 27 年）では、近年発見されたパリ本
をはじめとして、茶道資料館本、京都大
学本など酒飯論絵巻には多くの模本が
制作され続けていることを指摘したう
えで、それが、狩野派における元信顕彰
の動きと連動していること、そして、そ
の模本制作にあたり、克明な色指示など
をともなう文化庁所蔵本のような良質
の白描本が重要な位置を占めているこ
とを明らかにした。 
これらの作業により、15 世紀～16 世紀
にかけて、狩野派を中心とする日本人絵
師が、中国で成立した画題をどのように
受容し、どのように変容し、伝承してい
ったかという点の一端が明らかになっ
た。 
また、画題継承の問題については、2015
年5月に韓国の梨花女子大学博物館で開
催された国際シンポジウムにおいて、
「美術と理想」という枠組みのなかで、
洛中洛外図とその理想化による画題継
承の意味について研究成果を発表した。 
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